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ケガ・事故を防ぐには… 

①事故を予見・予測する。無理しない。無茶しない。 
②余裕をもって行動する。慎重に、心、身体、道具など、準備を万全にする。 

③あとは…？自分の事故を未然に防ぐためにどんなことが考えられますか？ 

年度末・年度初めは何かと忙しかったり、式典・行事の準備等があったりして、特に公務災害・事

故の発生が心配される時期です。皆さんのちょっとした注意、気遣いで防げる事故があります。 

校内で… 

①卒業式のための装飾で、机の上に椅子をのせ、

その上に立って掲示作業を行っていたらバラ

ンスを崩して転落した。 

→脚立を適切に使っていれば…。複数人できち

んと支えながら作業を行っていれば…。 

 

②裁断機を使っているときに、紙の断片を手で

取り除こうとしたら、指が刃に触れてしまい、

指を数針縫う大ケガを負った。 

→刃の下には絶対に手を入れない。刃は降ろし

てロックをかける等、安全な状態にする。 

例えばこんなケース

通勤途中で… 

①転任してまだ慣れない４月。準備に手間取

り急いで家を出た。見通しの悪い交差点で、

通学途中の自転車と接触してしまった。 

→余裕をもって朝の準備ができていれば…。

急がず、心に余裕をもって、一時停止線の手

前で止まって安全確認していれば…。 

 

②コンビニで買い物後に出発しようとバック

したら、後ろにいた車と接触した。 

→コンビニやスーパーの駐車場は、他の車や

歩行者に注意。接触したと思ったら必ず車

を降りて確認。警察、そして管理職に連絡。 

 

仲間に「気を付けて！」っと声がけ

をするだけでなく、「こうなると大変

だからこうすると良いよ！」と具体

的に声かけあうのも大切だね～ 

ぴょんきち先生は、 

このあとどうなると考え

られますか？あなたはど

んな声掛けをしますか？ 

ケガ・事故の多くは

油断から生まれる～ 
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